
河川事業

 ⑱

　平成 9年の河川法改正に伴い、河川整備の計画制度が変更され、河川管理者が河川整備を実

施する場合は、河川整備の基本となるべき方針に関する事項について定めた「河川整備基本方

針」と具体的な河川整備に関する事項を定めた「河川整備計画」を策定することとなりました。

　新しい計画制度においては、治水・利水・環境の総合的な河川整備を推進するため、河川環

境の整備と保全を位置付けることや、地域の意見を反映した計画とすることが定められてい

ます。

　河川整備計画の策定にあたっては、学識経験者で構成する「宮崎県河川整備学識者懇談会」

や地域住民から意見を伺っています。

【河川整備基本方針】
（二級河川）

（一級河川指定区間）
（ニ級河川）

・耳川水系、広渡川水系、一ッ瀬川水系など 21 水系

【 河 川 整 備 計 画 】
・大淀川水系宮崎圏域、五ヶ瀬川水系北川圏域など７圏域１地区１河川
・耳川水系、広渡川水系、一ッ瀬川水系など 21 水系

明治29年（1896年）

近代河川法の誕生

治水

昭和39年（1964年）

治水・利水の体系的な
制度の整備
・水系一貫管理制度の導入
・利水関係規定の整備

治水 ＋ 利水

平成９年（1997年）

治水・利水・環境の総合的な河川
制度の整備
・河川環境の整備と保全
・地域の意見を反映した河川整備の
　計画制度の導入

治水 ＋ ＋利水 環境

内容　基本方針
　　　基本高水流量
　　　計画高水流量　等

内容　河川整備の目標
　　　河川工事、河川の維持の内容

河川整備基本方針（案）
の作成

原　案

河川整備計画（案）の決定

河川整備計画の決定・公表
河川整備基本方針
の決定・公表

学識経験者

地方公共団体の長

公聴会の開催等に
よる住民意見の反映
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県策定



河川事業
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県内の河川整備基本方針及び河川整備計画策定状況

(近年整備計画を策定した河川)

R7.4.1現在

方針
策定年

流域面積
方針

確率年
基本高水流量 計画高水流量 圏域名

整備計画
策定年

河川名
整備計画
確率年 計画流量 計画期間

高岡上流
H22.7
H30.6

大淀川 1/50 5,100m3/s 概ね10年

小松川 1/50 58m3/s

山内川 1/30 108m3/s

大谷川 1/40 300m3/s

深年川 1/30 460m3/s

瓜田川 1/50 230m3/s

麓川 1/10 23m3/s

岩瀬川 1/50 1,480m3/s

東岳川 1/30 690m3/s

山田川 1/10 160m3/s

花の木川 1/50 190m3/s

横市川 1/30 860m3/s

新別府川
H27.9
H30.6

新別府川 1/50 480m3/s 概ね20年

五ヶ瀬川
H15.3
H22.1
H29.2

五ヶ瀬川 1/50 4,200m3/s 概ね10年

北川（下流） 1/25 4,000m3/s
北川（上流） 1/25 2,500m3/s

祝子川 H18.5 祝子川 1/50 1,250m3/s 概ね20年

西境川 1/30 140m3/s

長江川 1/30 360m3/s

大野川
H11.12
R5.12

1,465km2 1/100 13,500m3/s 11,100m3/s

耳川 H13.7 884.1km2 1/50 5,900m3/s 5,900m3/s 耳川
H16.6
H21.3
R6.3

耳川 1/40 5,900m3/s 概ね20年
平成17年
台風14号

6,500m3/s
（1/80）

石崎川 H14.5 72.5km2 1/50 800m3/s 　800m3/s 石崎川 H14.12 下村川 1/30 140m3/s 概ね10年

広渡川 1/50 2,650m3/s
H9年9月
台風19号

2,350m3/s
（1/20～30）
ダム戻し

酒谷川 1/50 1,100m3/s
H9年9月
台風19号

905m3/s
（1/20～30）
ダム戻し

戸高川 1/10 56m3/s

市木川 H14.5 29.8km2 1/30 280m3/s 280m3/s 市木川 H16.6 市木川 1/3 200m3/s 概ね10年 H20年9月

福島川 1/50 1,000m3/s

天神川 1/50 60m3/s

浦尻川 H15.4 10.1km2 1/30 160m3/s 160m3/s 浦尻川 H16.6 浦尻川 1/30 160m3/s 概ね10年

一ツ瀬川 1/50 5,500m3/s

三財川 1/50 1,600m3/s

三納川 1/50 750m3/s

南川 1/50 450m3/s

鬼付女川 1/50 270m3/s

追手川 1/30 30m3/s

熊野江川 H27.4 11.4km2 1/10 150m3/s 150m3/s 熊野江川 H27.8 熊野江川 1/10 150m3/s 概ね20年

沖田川 H27.4 40.3km2 1/50 400m3/s 220m3/s 沖田川 H27.8 沖田川 1/50 220m3/s 概ね20年

鳴子川 H27.4 15.7km2 1/30 290m3/s 290m3/s 鳴子川 H27.8 鳴子川 1/30 290m3/s 概ね20年

塩見川 H27.4 41.4km2 1/40 360m3/s 360m3/s 塩見川 H27.8 塩見川 1/40 360m3/s 概ね20年

赤岩川 H27.4 12.5km2 1/10 180m3/s 180m3/s 赤岩川 H27.8 赤岩川 1/10 180m3/s 概ね20年

清武川 H27.6 166.4km2 1/50 2,000m3/s 2,000m3/s 清武川 H27.9 清武川 1/50 2,000m3/s 概ね20年 S14年10月

加江田川 H27.4 53.8km2 1/10 600m3/s 600m3/s 加江田川 H27.8 加江田川 1/10 600m3/s 概ね20年

伊比井川 H27.4 14.0km2 1/10 190m3/s 190m3/s 伊比井川 H27.8 伊比井川 1/10 190m3/s 概ね20年

宮浦川 H27.4 9.7km2 1/10 150m3/s 150m3/s 宮浦川 H27.8 宮浦川 1/10 150m3/s 概ね20年

風田川 H27.4 6.7km2 1/10 120m3/s 120m3/s 風田川 H27.8 風田川 1/10 120m3/s 概ね20年

細田川 H27.4 78.7km2 1/50 800m3/s 800m3/s 細田川 H27.8 細田川 1/50 800m3/s 概ね20年

五十鈴川 H29.2 209.4km2 1/30 1,400m3/s 1,400m3/s 五十鈴川 H29.3 五十鈴川 1/10 1,100m3/s 概ね20年 H16年10月
1,336m3/s
(1/30)

庄手川 H29.1 6.63km2 1/30 110m3/s 110m3/s 庄手川 H29.3 庄手川 1/10 110m3/s 概ね20年

浦上川 H29.3 2.2km2 1/30 40m3/s 40m3/s 浦上川 H29.8 浦上川 1/10 35m3/s 概ね20年

気候変動の影響を踏まえたもの

4,700m3/s
(1/100)

平成17年
台風14号

H18年7月
出水

8,400m3/s
（1/100）
ダム戻し

二
級
水
系

11,700m3/s
H15.2
H28.7

H20.3
R5.12

6,800m3/s小丸川

既往最大出水

1/50広渡川

9,700m3/s

2,650m3/s

水系名

五ヶ瀬川
平成17年
台風14号

7,900m3/s
（1/100）

8,700m3/s

H13.7 330.4km2 2,950m3/s

H16.1
R3.10

河川整備基本方針

2,230km2 1/150

5,100m3/s

一
級
水
系

7,000m3/s

河川整備計画

1,820km2 1/100

1/100474km2

大淀川

7,200m3/s
H17.3北川

s/3m5911.22H川田宮 宮田川

H15.2

えびの H16.3

広渡川

都城

宮崎

H18.3
H30.6

概ね20年

一ツ瀬川

1/50

1/10

一ツ瀬川 H24.46,000m3/s

概ね20年

概ね10年

概ね20年H23.7

福島川
H16.3
H27.7

179.8km2

6,200m3/s1/70852.0km2

1/100 9,000m3/s

宮崎県区間なし

1,000m3/s

概ね20年

概ね20年1,000m3/s
H16.9
H27.9

福島川

川内川

概ね30年

S18年9月
1,000m3/s
(1/50)

H17年9月
台風14号

6,100m3/s
（1/70）
ダム戻し

H17年
台風14号

10,500m3/s
（1/150）
ダム戻し

H19.8 1,600km2

水水系系一一体体（（国国・・県県連連名名））のの
整整備備計計画画（（HH3300..66にに一一本本化化））
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治水対策（広域河川改修事業・総合流域防災事業）

●三財川 平成17年9月 平成17年9月

　洪水、高潮等による災害の発生を防止するため、築堤、河床掘削等の手法を適切に組

み合わせて、計画的に改修工事を行うことで、治水安全度の向上を図っています。

　平成１７年９月の台風１４号において、県内全域で約９,２００戸もの浸水被害が発生

しており、現在はこれらの浸水被害解消を重点的に取り組んでいます。

●耳川 平成17年9月耳川●三財川 平成 年9月

●山田川

●一ツ瀬川

◆出水状況◆

着手前 完成後

着手前 完成後

●山田川

● ツ瀬川

着手前 完成後

着手前 完成後



河川事業
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　住宅の浸水被害が頻発している地域の特定空間で、土地利用状況

等を考慮し、河川沿いに連続堤防を建設する場合と比較して、効率

的かつ効果的である場合において、地域の意向を踏まえた恒久的治

水対策として、集落を輪中堤や宅地嵩上げ等で洪水から防護する治

水対策を実施します。

治水対策（土地利用一体型水防災事業）



河川事業
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治水対策（広域河川改修事業・総合流域防災事業）



河川事業
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地震･津波対策（地震･高潮対策河川事業）

津波･高潮･耐震対策河川事業における事業実施河川

長寿命化対策（河川メンテナンス事業）

・蛇谷川排水機場 ・庄手川防潮堰



河川事業

 ㉔

河川環境整備（総合流域防災事業）





河川事業

 ㉖

　耳川水系では、平成１７年の台風１４号による浸水被害が発生したことにより、耳川水系

の山地から河川、ダム、河口域までの土砂に起因する様々な問題・課題の解決に向けて、関

係市町村、関係者、地域の方々を含めて議論を重ね「耳川水系総合土砂管理計画」を平成２

３年１０月に策定しました。

　平成２４年度からは、地域住民も加わった「耳川水系総合土砂管理に関する評価・改善委

員会」を年に一度開催し、関係者が行動計画に基づき実施した行動の効果を評価し、必要に

応じて行動計画を改善していくこととしています。

①対策の実施

②モニタリング

③問題･課題の評価

委員会の検討領域

ＷＧ

地域住民

◆総合土砂管理の枠組み

④計画の改善

・役割分担・対策の改善

・モニタリング実施内容の改善

・評価方法の改善

・領域ごとに問題･課題を評価

・耳川通信簿とりまとめ

・行動計画の評価
・「６０」の行動計画を推進

耳川水系総合土砂管理計画

基本的な考え方

行動計画
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<
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宮
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系
検
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地域との情報共有と連携

広報誌「みみかわ河原番」（令和6年度発行 第１2号） 耳川フェスティバル in美郷（R6.8.6）

流域の小中学生による「五感を使った水辺の調査」

耳川水系における総合土砂管理の取り組み


